
電力会社の余剰電力買取り制度とは別に、太陽光発電システムによる電力の環境価値を売買する“グリーン電

力証書取引”等と呼ばれる制度が広がりを見せています。この場合、太陽光発電システムの総発電量を測定しなけ

ればならず、新たな電力量計の設置が必要となりこの電力量計のことを総発電電力量計といいます。

すなわち買電用電力量計（供給用計器）と売電用電力量計（逆潮流用計器）の 2 つの電力量計に加え、パワーコ

ンディショナーと家庭内分電盤との間にもう 1つ『総発電電力量計』の設置が必要となります。

一般社団法人 太陽光発電協会(JPEA)では、「グリーン電力測定用電力量計設置に関わるガイドライン」を 2009

年 10 月に掲載しています。ガイドラインでは、“グリーン電力証書取引”等に用いる電力量計（総発電電力量計）の

設置方法について、基本的事項を記述しています。

総発電電力量計の収納箱は、「５．補足、注意事項」にて下記となっております。

①電力量計は、設置場所に応じて必要な保護機能を備えた収納箱に納めて設置する。

②収納箱は、メーターボックス、ＷＨＭボックス、ＷＨＭ収納キャビネット等の名称で市販されている。軒下設置の場

合、例えば保護等級“IP33（ＩＥＣ基準）”以上を使用する。

③誤検針防止のために他の電力量計と異なる色の収納箱を使用し、少し離れた位置に取り付けることを推奨する。

太陽光発電協会(JPEA)「グリーン電力測定用電力量計設置に関わるガイドライン」

http://www.jpea.gr.jp/pdf/greenpower_guidline.pdf

弊社、メーターボックスＭＢＣシリーズは、総発電電力量計の収納箱に最適です。

①保護等級 IP33D の性能。

②住宅のデザインや色調にきめ細かく対応する５色を用意。

③美観の良い隠蔽配線対応。
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お客様用

グリーン電力用メーターボックス
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＜総発電電力量計用ボックスの仕様について＞

＜グリーン電力証書には、総発電電力量計の設置が必要です＞
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